
各施設の看護管理者の皆さまへ  

～ 認定看護管理者教育課程受講推進のお願い ～ 

 認定看護管理者教育運営委員会 

平素より、認定看護管理者教育にご支援いただきありがとうございます。 

近年の少子高齢化は、わが国の看護職の需要と供給のアンバランスを生じ、人材確保が困

難となる現状となっています。しかし、これは今後も継続する問題であり、増員が望める状

況にはないと考えています。今ある人財でいかに看護の質を保つのかは、多くの現場ですで

にその取り組みに着手されている看護管理者の方々もいらっしゃると思います。そして、

日々発生する問題の対処と共に、タスクシフト・タスクシェアや医療DXなど医療現場への

対応、更に世の中は VUCA の時代と言われ不確実で複雑、不透明で曖昧な社会情勢が続い

ています。この様な時代の問題解決はより複雑となっています。そのため看護管理者には、

物事の本質を見極め、的確で創造的に対処する力が求められます。 

日本看護協会の  認定看護管理者制度は、多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族及び

地域住民に対して、質の高い組織的看護サービスを提供することを目指し、看護管理者の資

質と看護の水準の維持及び向上に寄与することにより、保健医療福祉に貢献する」ことを目

的とし、その育成に取り組んでいます。 

大分県看護協会の認定看護管理者教育課程では、ファーストレベルとセカンドレベル研

修が実施されています。ファーストレベルでは、 看護専門職として必要な管理に関する基

本的知識 ・技術 ・態度を習得する」ことを目的に、講義と演習でヘルスケアシステムの構造

と現状理解や、組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析ができる内容となって

います。そして、セカンドレベルでは、看護管理者として基本的責務を遂行できるように、

特に組織分析に基づく看護管理実践計画を立案する統合演習に時間をかけ主体的な問題解

決に臨めるように支援しています。そして、各教科目の学びを統合し、看護管理実践計画を

立案した受講生は、組織に戻り計画を実行します。 

また、以前より、セカンドレベルの受講推進のお願いをしてまいりましたが、令和 6年度

は、ファーストレベル研修は、定員 80 名に対し 90 名が受講修了、そしてセカンドレベル

も定員 30 名に対し 26 名が修了となりました。これも、研修修了者の実践でのご活躍や認

定看護管理者の必要意義へのご理解、看護管理者の育成に対する県内全域の施設の皆様の

ご協力によるものであり深く感謝申し上げます。今後も引き続き受講への後押しをお願い

いたします。 

さいごに、人材確保困難な状況は今後も続きます。その中で看護管理者の長期研修の受講

を躊躇する現場も多いと思います。協会では、受講生や現場の負担軽減としてオンラインで

の参加もですが、体制についても検討しているところです。そして、先にも述べましたが不

確実な時代での看護管理の実践には創造的な発想で変革を推進するリーダーが求められて

います。認定看護管理者教育課程のそれぞれの目的 ・目標達成もですが、現場の皆さまのニ

ーズにもあった研修となるようにブラッシュアップできるように努めてまいります。 

今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。 


